
４　月

年　金

６　月

年　金

８　月

年　金

10　月

年　金

12　月

年　金

２　月

年　金

４月〜６月

納付なし

７月 ８月 ９月 10月〜２月 ３月

納付書 または

口座振替
納付書 または

口座振替
納付書 または

口座振替
納付書 または

口座振替
納付書 または

口座振替

仮 徴 収 本 徴 収
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 1  保険証の更新について

◎８月１日から保険証が変わります（新しい保険証はブルー色です）

　　現在お使いの後期高齢者医療制度の保険証は、７月31日で有効期限が切れますので、８月１日か

　らは新しい保険証をお使いいただくことになります。（申請手続きは不要です。）

　　新しい保険証は、７月下旬に送付します。８月になっても保険証が届かなかったり、保険証の記

　載事項に誤りがあったりした場合は、住民福祉課までご連絡ください。

　2  平成28年度の保険料について

◎７月中旬に、年間保険料額の通知書をお送りいたします。

　　　保険料額の計算方法

　　　　○『均等割額』＋『所得割額』が年間保険料額となります。（賦課限度額は57万円）

　　　　　【均等割額】１人あたり年間35,300円となります。

　　　　　【所得割額】平成27年中の総所得金額等をもとに算定します。

　　　　　　　所得割額 ＝ [平成27年中の総所得金額等　ー　基礎控除33万円]　×　7.15％

　3  保険料の納付方法について

　平成28年度の保険料の納付方法・納付時期

◆４月の年金からすでに納めていただいている方【特別徴収】

　

　　　　４・６・８月の納付額・・・平成28年度の年間保険料額が確定していないため、仮に算定された
　　　　　　　　　　　　　　　　　保険料額を納めていただきます。
　　　　10・12・２月の納付額・・・確定した年間保険料額から、４・６・８月の納付額を差し引いた残額を
　　　　　　　　　　　　　　　　　10・12・２月の年金から納めていただきます。

◆７月から納付書または口座振替で納めていただく方【普通徴収】

　　　確定した年間保険料額を、平成28年７月〜平成29年３月に分けて納めていただきます。
　　　月々納めていただく保険料額は、通知書に記載されていますので、ご確認ください。

Vol .３　保険証の一斉更新及び保険料額のお知らせについて

旧保険証
（ピンク色）

７/ 31 まで有効

新保険証
（ブルー色）

８/１から有効

・・・

７月下旬に送付

 

後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　　住民福祉課福祉保険班　☎６４－１４７１
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　この度、伊東ヤイ子さん（下関）が県食生活

推進員協議会より功労者表彰を受賞しました。

伊東さんは、会発足当初から長年にわたり、地

域の健康づくりに大きく貢献されました。

　また、食生活推進員として10年以上活動され

た２人の方が優良会員表彰を受賞しました。

【優良会員表彰受賞者】

阿部ムツ子さん（大島）、金　弥枝さん（辰田新）

県食生活推進員功労者表彰受賞

　小山雄司温泉旅館組合長（大内渕）が、全国旅館

ホテル生活衛生同業組合連合会より永年勤続表彰を

受賞しました。村の温泉旅館組合長６年、県連合会

理事を７年勤め、長年にわたり旅館業界の指導者と

して組合活動の推進に鋭意努力されました。

　小山さんは、「村や県の観光に対して、地道に取り

組んできたことが認められて嬉しい」と喜びを語っ

てくれました。

全国旅館連合会永年勤続表彰受賞

長野涼夏さんが「言の葉大賞」優秀賞受賞！
　「言葉の力」を感じるときをテーマに大切な人への思いや強く感じた気持ちを自分の言葉で綴る「言

の葉大賞」の高校生部門で、長野涼夏さん（18歳・上土沢）の作品が優秀賞に選ばれました。「言の葉

大賞」は、800字の文字を通して「書く」「伝える」を学ぶことで、思考力、表現力、創造力を養い、

コミュニケーション能力の向上を目指した教育支援事業です。全国から寄せられた高校生部門3678編

の中から受賞。長野さんは高校在学中に応募したもので、現在、北海道で酪農研修中。今回、受賞作

品の全文を紹介します。

　

担
任
の
先
生

　

両
親
は
共
働
き
で
、
祖
母
と
二
人
で
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
姉

が
一
人
い
た
が
歳
が
離
れ
て
い
て
、
話
も
う
ま
く
合
わ
な
か
っ
た
。
小

学
校
の
家
庭
訪
問
も
祖
母
が
対
応
し
、
授
業
参
観
も
両
親
が
来
て
く
れ

た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
そ
れ
で
も
、
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と
納
得
し

て
い
た
。

　

小
学
校
６
年
生
の
と
き
、
授
業
参
観
の
テ
ー
マ
が
﹁
両
親
へ
の
感
謝

の
手
紙
を
書
こ
う
﹂
だ
っ
た
。
私
は
困
っ
た
。
当
日
に
手
紙
を
読
ん
で

渡
す
、
と
い
う
も
の
で
ク
ラ
ス
の
人
が
楽
し
そ
う
に
書
く
姿
が
う
ら
や

ま
し
か
っ
た
。
私
に
は
書
い
て
も
読
ん
で
渡
す
相
手
が
い
な
い
。
そ
の

と
き
の
担
任
の
先
生
は
白
紙
の
ま
ま
の
手
紙
を
提
出
し
た
私
に
対
し
て

何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
家
族
の
誰
に
も
参
観
日
の
日
に
ち
は
教
え
て
い

な
か
っ
た
。
伝
え
る
だ
け
無
駄
だ
と
あ
き
ら
め
て
い
た
。
そ
し
て
当
日
、

生
徒
が
手
紙
を
読
み
、
親
が
泣
き
、
教
室
は
感
動
で
つ
つ
ま
れ
て
い
た
。

相
変
わ
ら
ず
、
私
の
席
の
後
ろ
に
は
誰
も
い
な
い
。
も
う
す
ぐ
私
の
番
、

逃
げ
て
し
ま
お
う
か
と
考
え
て
い
た
と
き
教
室
の
扉
が
開
い
た
。
入
っ

て
き
た
の
は
私
の
祖
母
だ
っ
た
。
何
も
伝
え
て
い
な
い
の
に
な
ぜ
、
と

視
線
で
訴
え
た
。
祖
母
は
笑
っ
て
、

﹁
担
任
の
先
生
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
の
よ
。
遅
れ
て
ご
め
ん
ね
﹂

と
言
っ
て
い
た
。
担
任
の
先
生
も
笑
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
、
白
紙
の

手
紙
を
持
っ
て
祖
母
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
。
い
つ
も
側
に
い

て
く
れ
た
こ
と
、
わ
が
ま
ま
を
笑
っ
て
許
し
て
く
れ
た
こ
と
、
今
日
参

観
日
に
来
て
く
れ
た
こ
と
。
思
わ
ず
涙
が
あ
ふ
れ
た
。
こ
の
と
き
は
じ

め
て
、
本
当
は
淋
し
か
っ
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

　

後
か
ら
担
任
の
先
生
に
呼
ば
れ
、
言
わ
れ
た
。

﹁
我
慢
し
な
く
て
い
い
。
淋
し
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
あ
な
た
を
愛
し
て

い
な
い
人
な
ん
て
い
な
い
の
だ
か
ら
。
ま
た
笑
っ
て
が
ん
ば
ろ
う
﹂

　

そ
の
言
葉
に
ど
れ
だ
け
救
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
家
族
か
ら
も
愛
さ

れ
て
い
な
い
の
だ
と
、
心
の
ど
こ
か
で
思
っ
て
い
た
。
次
は
絶
対
に
、

両
親
を
授
業
参
観
に
呼
ぼ
う
と
決
め
た
。

優
秀
賞　

高
校
生
部
門

や い

すず か


